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 気付けば運動会から１０日が経ちました。運動会の作文はこれが最後です。行事を通じて、成長を感じられる

作文が多くありました。この経験をこれからの学校生活に生かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

                                          <敬称略> 

「三分間」 

B 組   

 「せーの、１、２、３」というかけ声とともに縄が回り始めた。たった三週間で数回の練習は、たしかに実っ

た。三分間とびつづけると疲れるからと、途中で休みつつ跳ぶ作戦のおかげか、合計 94 回までたどりついた。 

 運動会三週間前、大縄跳びとリレーの練習が始まった。大縄跳びは、全員が息を合わせて一緒に跳ばなければ、

引っかかってしまう。跳んでるうちに疲れてきたからとってタイミングがズレると、たとえ良いペースで跳べて

いても、そこで記録は止まってしまう。そんな競技だ。皆それを分かっているからか少しピリピリとした空気が

あった。しかし、引っかかった人を責めるのは違うことに私は気づいた。そんな気持ちでいては、いつまでもま

とまらず、記録は伸びない。そんなことを考えながら予行をむかえた。結果は 95 回。私たちは喜んだ。そして、

もっといける、百回いこう！と明るい気持ちでさらに練習をした。 

 そうしてむかえた本番、私たちは百回いくことはできなかったし、1 位や 2 位を取ることもできなかった。し

かし、全員でとんだ 3 分間は私にとって、記録に残る三分間になった。 

 

「悪天候がふっとんだ」 

                                     B 組   

 朝、目が覚めたとき不安になった。空が雲におおわれていた。体育行事委員で準備してきたものが延期になる

のはいやだった。不安になりながらも学校に登校する。学校につくと、他の体育行事委員もいて、準備を一緒に

し、外にでた。 

 最初に流れを確認していると、続々と生徒が登校してくるのが見えた。生徒はやる気に満ちていて、運動会を

成功させようという気持ちがさらに高まった。どんどんと生徒が外に出てくるとともに保護者が来る時間が近づ

いてきて、緊張してきた。 

 校庭の真ん中に全校生徒が並び、行進をはじめる。吹奏楽部の演奏と共に行進が始まる。やがて、行進や開会

式が終わり、生徒が自席についた。競技が始まり、校庭に生徒の応援の声が響く。すると、いつの間にか空には

雲がなく、青い空だけだった。 

 そこから運動会は白熱し、最後のソーラン節になった。僕は一、二年生に聞こえるように「せーの」というと、

「三年生がんばれ」という言葉が響きわたった。 

 最終的な順位は残念な結果だったが、笑って終われてよかったと思う。みんなの力で悪天候がふっとんだ。 

稜 線 

 



「匿名 Z」 

D 組    

 全員リレーで転んだ「匿名 Z」さん。席に戻ったとき、みんなが優しくしてくれたのが、とても嬉しかったそ

うです。 

 僕たちのクラスは運動会を通し、お互いのことを認め合えるようになっていったと思いました。練習が始まっ

たころは、誰かの失敗を笑ったり、怒ったりと、言動がマイナス方向に傾いていました。しかし運動会当日は、

転んだ「匿名 Z」さんにも、大縄跳びで引っかかった人にも、マイナス言動ではない、プラス言葉がクラスで飛

び交っていました。勝敗の成果は残せなかったけれど、プラス言葉の支えがあったため、D 組の記録は練習の時

よりも、タイムは短くなり、跳ぶ回数も増えたのです。 

 ただ、後悔がまったくない、というわけではありません。もう少し早く、この状態を作り出すことができれば、

当日の成果はより良いものになっていたと思います。全力で前向きに楽しむことが団結につながることを知った

ので、次の合唱祭に向け、私はパートリーダーとして練習に活用していきたいと思います。 

 ひとつの行事を通して、クラスが成長できるかどうか、それが課題ではないでしょうか。運動会のときも、全

員がポジティブになれたかというと、難しいものがありました。大事なことは、自分たちの課題をきちんと理解

し、次につながるように努力していくことだと思います。 

 D 組は今までに何度も下位から這い上がってきました。合唱祭でも、頑張っていこう。 

 

                  「みんなで力を合わせて」 

D 組   

 「パンッ」というピストルの音。大縄跳びが始まりました。  

 運動会予行、私たち D 組はどの競技でも最下位でした。大縄跳びでは合計記録が 50 回。運動会まであと二日

なのに記録が伸びず、本番をとても不安に感じていました。 

 しかし運動会前日の学年練習では女子だけでも 50 回以上跳び、今までで一番の好記録で学年２位となり、と

ても嬉しかったです。跳ぶときの並び方を 2 列にしたり、1 列にしたり、跳びやすい方法を話し合って工夫して

いました。工夫の大切さを実感しました。 

 そして運動会当日。みんなで声をだしていこうと挑んだ本番。女子は跳ぶほどに 50 回、60 回と回数が増え、

引っかかったらどうしようという微妙な緊張感と、跳べる爽快感で 67 回も跳ぶことができました。合計記録も

120 回を超えることができて、本当に嬉しかったです。 

 大縄跳びでも全員リレーでも、運動会当日に D 組の最高記録を出すことができました。とても良い思い出にな

ったな、と感じました。これからの学校生活や行事のときにも、クラス全員で力を合わせ、D 組の楽しい思い出

を増やしていきたいと思います。 

 

 

 


